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「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」に

基づく第一種使用規程の承認申請案件に対する意見募集の実施結果について

（平成２８年２月１９日～平成２８年３月１９日（イネ２件））

１．意見・情報募集の対象となった第一種使用規程の承認申請案件

遺伝子組換え生物等の種類の名称 第一種使用等の内容

Rubisco 過剰生産イネ（RBCS2-sense, Oryza 隔離ほ場における栽培、保管、
sativa L.）（Sr26-8） 運搬及び廃棄並びにこれらに付

随する行為

Rubisco 生 産 抑 制 イ ネ （ RBCS2-antisense, 隔離ほ場における栽培、保管、
Oryza sativa L.）（AS-71） 運搬及び廃棄並びにこれらに付

随する行為

２．意見募集方法の概要

(1) 意見募集の周知方法

・関係資料を環境省及び文部科学省のホームページに掲載

・記者発表

・資料の配付

(2) 意見提出期間

平成２８年２月１９日（金）から平成２８年３月１９日（土）まで

(3) 意見提出方法

電子メール、郵送又はファクシミリ

(4) 意見提出先

環境省自然環境局野生生物課又は文部科学省ライフサイエンス課

３．意見募集の結果（関係省に提出された意見の合計）

意見提出数 ８９件

整理した意見数 ６件

４．意見の概要と対応方針について

別紙のとおり
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（別 紙）

分 野 主な意見の概要 文部科学省の考え方

１．生物多 遺伝子組換えイネの花粉が風によ 本申請は、遺伝子組換えイネを、

様性への影 って運ばれ、在来種等と交雑してし 定められた第一種使用規程に従い、

響について まうおそれや、遺伝子組換えイネが 限定された場所・期間において研究

鋤込みにより完全に不活化されない 利用することについて、遺伝子組換

おそれがあり、周辺の生態系への悪 え生物等の第一種使用等による生物

影響等を想定し、拡散防止措置を執 多様性影響評価実施要領（平成１５

らずに使用等を行うことはやめるべ 年財務省・文部科学省・厚生労働省

きである。 ・農林水産省・経済産業省・環境省

告示第２号。以下「実施要領」とい

う。）に基づき、競合における優位

性、有害物質の産生性、交雑性等の

評価の項目に関して科学的データや

学識経験者からの意見を踏まえて検

討したものであり、生物多様性影響

が生ずるおそれがないものと総合的

に判断したものです。

２．承認基 現行のカルタヘナ議定書の国内法 第一種使用規程の承認基準は、遺

準について である遺伝子組換え生物等の使用等 伝子組換え生物等の使用等の規制に

の規制による生物野多様性の確保に よる生物の多様性の確保に関する法

関する法律では、生物多様性影響評 律第三条の規定に基づく基本的事項

価の対象は｢野生動植物｣に限られて （平成１５年１１月２１日財務省・

いる。しかし、現実的な生物多様性 文部科学省・厚生労働省・農林水産

の保全に向けては、交雑を防ぐ対象 省・経済産業省・環境省告示第１号）

として農作物・外来種も含め、我が に定められています。

国に生育するすべての種を入れるべ この承認基準においては、カルタ

きではないか。 ヘナ法に基づく生物多様性影響評価

の審査における交雑性の評価は、日

本の在来野生植物との交雑を対象と

しており、本申請も、野生生物への

影響を防ぐための措置を第一種使用

規程に定めています。

３．緊急措 第一種使用規程承認申請書におい 緊急措置計画は、申請者が、生物

置計画につ て、遺伝子組換え生物等の第一種使 多様性影響が生ずるおそれのある場

いて 用等の方法（７）「使用する組換え 合における生物多様性影響を防止す

イネによる生物多様性影響が生ずる るための措置を定めたものです。緊

おそれがあると認められるに至った 急の措置が必要である場合には、緊

場合は、別に定める緊急措置計画に 急措置計画に基づき、遺伝子組換え
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基づき、速やかに対処する。」とあ 生物等の不活化等を行うことになり

るが、緊急措置計画とはどのような ます。

ものか。また、問題があった場合は 本申請における緊急措置計画には、

栽培を中止するという理解でよいか。第一種使用をしている遺伝子組換え

上記以外に対処方法はあるか。 生物を不活化することのほか、必要

がある場合は、密閉容器に入れて保

管する等の拡散防止措置を執ること。

４．周知に パブリックコメント及び第一種使 第一種使用規程に係るパブリック

ついて 用等の内容について、一層周知すべ コメントは、募集を開始する際に、

き。 記者発表（プレスリリース）を行う

とともに、文部科学省及び環境省の

ウェブサイトを通じて広くお知らせ

しています。

また、インターネットを利用でき

ない方のために、要望に応じて資料

配付についても対応しています。

５．除草剤 除草剤ビアラホスは、アミノ酸系 本申請は、遺伝子組換えイネを限

耐性遺伝子 の農薬であり、国内での使用例や分 定された場所・期間において研究利

について 解プロセスが十分に報告されておら 用することについて、実施要領に基

ず、使用実績がかけていることから、づき、有害物質の産生性等の項目に

関連遺伝子を安易に導入するべきで 関して科学的データや学識経験者か

はない。 らの意見を踏まえて検討したもので

あり、生物多様性影響が生ずるおそ

れがないものと総合的に判断したも

のです。

なお 本申請では、イネに対して、

除草剤への耐性を付与する遺伝子を

導入するものであり、除草剤の成分

の産生に関与するような遺伝子は導

入しません。

６．その他 遺伝子組換えイネ及びその栽培に 本申請は、遺伝子組換えイネの限

反対する。 定された場所・期間における研究利

用に係るものであり、遺伝子組換え

生物等の使用等の規制による生物の

多様性の確保に関する法律（平成１

５年法律第９７号）に基づき、学識

経験者の意見を聴くとともに、実施

要領に基づいて検討した結果、生物

多様性影響が生ずるおそれがないも

のと総合的に判断したものです。
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○今回の意見募集の対象としていた事項ではないものについては、個別の回答はいたし

ませんが、貴重な御意見として承ります。


